
年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○

○ ○

○ ○

7

1

8

1

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

17

1

D 単元　古典を知る
【知識及び技能】古語の意味や背景
を知る。【思考力、判断力、表現力
等】作品や文章に表れているものの
見方を捉え、内容を理解する。【学
びに向かう力、人間性等】時代を問
わない人の心を知る。

・指導事項  エッセイを読む
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科

〇

定期考査

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

C 単元　　古典への招待
【知識及び技能】古文の読み方を知
る。【思考力、判断力、表現力等】
古典の言葉と現代の言葉のつながり
について理解する。【学びに向かう
力、人間性等】古典と現代の言葉の
つながりから心を理解する。

・指導事項  古文のなりたち、仮
名、発音について学ぶ
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

Ｆ 単元　「十六歳のとき」ほか
【知識及び技能】語句の意味や時代
等の背景を学ぶ。【思考力、判断
力、表現力等】登場人物の気持ちを
理解する。【学びに向かう力、人間
性等】他者の気持ちを推察して寄り
添う。

・指導事項  ドキュメンタリーを読
む　文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、自己と比較
して振り返る。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

（１組：冨田薫）

【 知　識　及　び　技　能 】　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 現代の国語 2

78

8

現代の国語国語

〇

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

【知識・技能】
・定期テスト・スピーチテスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

１
学
期

現代の国語

（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、思
いや考えを広げたり深めたりしながら、言葉がもつ
価値への認識を深めようとしており、言葉を的確に
使うことでコミュニケーションを円滑にしている。

領域
評価規準 知

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、伝え
合う力を高めることよって国語の向上や社会生活の
充実を図る態度を育てる。

国語

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、伝え合う力を高める。

　我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

○ ○ ○

新編　現代の国語　（大修館書店）

・指導事項  評論を読むことで、専
門性のある文章に特徴的な語句の量
を増し、それらの正しい意味につい
て理解を深める。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

A 単元「言葉の森を育てよう」
【知識及び技能】日常使っている言
葉を見つめ直し、正しく修正する。
【思考力、判断力、表現力等】言葉
が果たしている役割の違いを見抜
く。【学びに向かう力、人間性等】
よりよい伝え方について考える。

・指導事項  エッセイを読む　日本
で受け継がれてきた自然観や美意識
について、筆者の主張をとらえる。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

・指導事項  エッセイを読む　季語
に興味をもつとともに、日本独特の
自然の味わい方について、自分の考
えを深める。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

○

〇

定期考査

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

○

Ｇ 単元「話し方の工夫」
【知識及び技能】これまで使ってき
た言葉を見直し、正しく修正する。
【思考力、判断力、表現力等】相手
の話を理解する。【学びに向かう
力、人間性等】よりよい伝え方につ
いて話し合い、実践する。

・指導事項  エッセイを読むことで
文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について理解を深める。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

〇

〇

〇

○

○

〇

〇

○

〇

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○ ○

○

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○

〇 〇

○

6

B 単元「日本語の豊かさ再発見」
【知識及び技能】日常使っている言
葉を見つめ直し、正しく修正する。
【思考力、判断力、表現力等】言葉
が果たしている役割の違いを見抜
く。【学びに向かう力、人間性等】
よりよい伝え方について考える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ 〇

配当
時数

態

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」
の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりしている。

1

２
学
期

14

定期考査 1

合計

14

３
学
期

定期考査
○ ○

Ｅ 単元　「材料科学」のゆくえほ
か【知識及び技能】身の回りの言葉
と現象の関係を見つめ、言語と結び
つける。【思考力、判断力、表現力
等】文化の歴史と役割を考える。
【学びに向かう力、人間性等】ＳＤ
Ｇｓ社会の生き方を考える。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ

三角比，集合と論証，及びデータの分析につい
ての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみた
り目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構
成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，
事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを
相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから
設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を
行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を養う。

（１組：栗原）

数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数Ⅰ708 「高校数学Ⅰ」  実教出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識・技能】

（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
３．データの代表値（2）   ○最頻値，中央値，
平均値の定義や意味を理解し，それらを求めるこ
とができる。
○どの代表値を用いるのが適切なのかが場面に
よって変わってくることを理解している。
○データの代表値から，その特性や傾向などを考
察しようとする。
４．データの散らばり
（3○四分位数の定義を理解し，四分位数を求める
ことができる。
○四分位範囲，四分位偏差の定義やその意味を理
解し，それらを求めることができる。
○箱ひげ図をかくことができる。
○外れ値について理解している。
○分散，標準偏差の定義とその意味を理解し，分
散，標準偏差を求めることができる。
○四分位範囲や箱ひげ図をもとに，中央値の周り
のデータの散らばり具合を比較することができ
る。
○標準偏差をもとに，平均値の周りのデータの散
らばり具合を比較することができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
データを整理して全体の傾向を考察しようとす
る。
（授業態度・課題提出）

○ ○ ○ 15

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

1

○

○

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

15○

○

○

１
学
期

５章　データの分析
 １節　データの分析
　1．統計とグラフ
　2．度数分布表とヒストグラム
　3．代表値
　4．データの散らばり
　5．外れ値
　6．相関関係
　7．仮説検定の考え方
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
色々な調査などによって得られた
データを棒グラフ、折れ線グラ
フ、円グラフ、帯グラフ、などに
まとめる。
・度数分布表
・ヒストグラム

・与えられたデータの代表値を求
める。平均値、中央値、最頻値

・与えられたデータの四分位範
囲、四分位偏差を求める。

・与えられたデータの５数要約
し、箱ひげ図に表す。
・与えられたデータの分散、標準
偏差を求める。
・２つのデータの散布図を表す。
相関関係を把握し、相関係数を求
める。

４章　集合
　1．集合と照明

　2．命題と照明

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
集合と命題に関する基本的な概念
を理解し，それを事象の考察に活
用できるようにする。

【知識・技能】
○集合を，要素を書き並べて表すことができる。
○共通部分，和集合，空集合について理解してい
る。
○2つの集合の包含関係を判定することができる。
○全体集合，補集合について理解している。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
○集合に関する記号を，適切に用いることができ
る。
○ベン図などを用いて，集合を視覚的に表現して
考察することができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
○集合について，それぞれの特徴や関係に合った
表現方法を考察しようとする。
（授業態度・課題提出）

定期考査



定期考査 ○ ○

1○ ○

○ 14

○ 15

３章　三角比
１節
③三角比の利用
④三角比の相互関係
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用

三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活
用して問題を解決する力を培う。

【知識・技能】
○三角比を利用して，直角三角形の辺の長さを求
めることができる。
○三角比を利用して，直角三角形の角のおよその
大きさを求めることができる。
○sinA＝cos(90°－A) などの公式を利用すること
ができる。
○三角比の相互関係を利用して，三角比の1つの値
から残りの2つの値を求めることができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
○測量の問題に三角比を活用することができる。
○sin2 A＋cos2 A＝1を三平方の定理としてとらえ
ることができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
○三角比の相互関係を調べようとする。

（授業態度・課題提出）

○ ○ ○ 15

合計

78

１
学
期

３
学
期

３章　三角比
２節三角比の応用
①三角比の拡張
②三角形の面積
③正弦定理
④余弦定理
⑤正弦定理と余弦定理の利用
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用

三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活
用して問題を解決する力を培う。

【知識・技能】
○鈍角の三角比の値を求めることができる。
　・例8，練習16
○sinθ＝sin(180°－θ)などの公式を利用することができ
る。
○鈍角の場合についても，三角比の相互関係を利用して，三
角比の1つの値から残りの2つの値を求めることができる。
○正弦定理におけるA=B=Cの形の式を適切に処理することがで
きる。
○正弦定理を利用して，三角形の辺の長さや外接円の半径を
求めることができる。
○余弦定理を利用して，三角形の辺の長さや角の大きさを求
めることができる。
○2辺の長さとその間の角の大きさが与えられた三角形の面積
を求めることができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
○拡張された三角比を，座標平面に図示して考察することが
できる
○三角形の頂点から対辺に下ろした垂線の長さを，三角比を
用いて表現し，正弦定理を導くことができる。
○測量の問題に正弦定理を活用することができる。
○三角形の各辺を1辺とする正方形の面積を，三角比を用いて
表現し，余弦定理を導くことができる。
○測量の問題に余弦定理を活用することができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
○鋭角の場合と異なり，鈍角の三角比が座標を利用して定義
される理由に関心をもち，考察しようとする。
○正弦定理の図形的な意味を考察しようとする。
○余弦定理の図形的な意味を考察しようとする。
○三角比と三角形の面積の関係に関心をもち，公式を導こう
とする。

（授業態度・課題提出）

定期考査

定期考査

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

３章　三角比
１節
①三角形
②三角比
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用

三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活
用して問題を解決する力を培う。

【知識・技能】
○直角三角形において，三平方の定理を利用し
て，辺の長さを求めることができる。
○三角定規の形の三角形について，辺の比を知っ
ている。
三角比は，直角三角形の辺の比であることを理解
している。
○直角三角形において，正弦・余弦・正接を求め
ることができる。
○三角比の表を利用して，三角比の値や角を調べ
ることができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
○三角比が三角形の大きさに関係なく，鋭角のみ
に依存していることを，三角形の相似から考察す
ることができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
○直接測ることのできない距離を求めることに関
心をもつ。

（授業態度・課題提出）

○ ○

○

○ 1

1

○

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数：　2 単位

対象学年組：第 2 学年 1組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇 1

定期考査

8

1

〇

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
「先週末に楽しんだことについて伝え
る」ために用いられる語句や文法事項お
よび表現を理解しているか

〇 〇

〇 〇 〇 10

〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な語句や文を習得し、聞く・話す・読む・書くの各技能を向上させる。

基本的な語句や文を習得し、それらを駆使し
て、必要な情報を聞き取ったり読み取ったりで
きる。

6〇〇 〇

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
「自分ができることについて伝える」た
めに用いられる語句や文法事項および表
現を理解しているか

○

○

○

話し手や書き手の意図をよりよく理解しようと
努力し、自らも積極的にコミュニケーションを
はかろうとする。

外国語

5

1

8

○

○

○ ○

評価規準

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
本文の内容について読んだり聞いたりし
たことを理解しているか

配
当
時
数

態

英語

思

○

○

1

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
下記のテーマの説明に用いられる語句や
文法事項および表現を理解しているか
過去にしたことについて伝える。/ 今し
ていることについて説明する

○

定期考査 〇

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
「今週末にやりたいことについて伝え
る」ために用いられる語句や文法事項お
よび表現を理解しているか

領域

〇 1

Fighting Plastic Pollution
【知識及び技能】分祠が用いられ
た文の形・意味・用法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

定期考査

○

３
学
期

Piggs from across the Sea
【知識及び技能】関係代名詞を用
いた文の形・意味・用法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

・指導事項 関係代名詞
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

２
学
期

 A Door to a New Life
【知識及び技能】現在完了形を用
いた文の形・意味・用法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

・指導事項 　現在完了形
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

・指導事項 分祠
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

定期考査

2

【知識及び技能】

１
学
期

A Funny Picture from the Edo
Period
【知識及び技能】受動態を用いた
文の形・意味・用法を理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝える。

【学びに向かう力、人間性等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。

・指導事項　受動態
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

話し手、書き手の意図を把握したり、概要や要
点を目的に応じて捉えたりすることができる。

All Aboard! English Communication Ⅰ

外国語

基本的な語句や文を用いて、必要な情報や気持ちなどを目的に応じて伝えることができる。

話し手や書き手の意図をよりよく理解しようと努力し、自らも積極的にコミュニケーションをはかる。

英語

A Diary of Hope
【知識及び技能】比較表現を用い
た文の形・意味・用法を理解す
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
　
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

・指導事項 比較表現
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

【思考力、判断力、表現力等】

57

（　1組：増田千裕　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

外国語 英語



年間授業計画　様式例

 科目　科学と人間生活
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察， 実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

身近な事物・現象に関心や探究心をもち，科学
的な視点・考察力を養うとともに，科学技術に
対する関心を高める態度を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎

（1組：能代谷　優）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物の特徴についての観察・実験などを通し
て、生物の多様性や共通性,免疫の働きや植生な
ど,生物に関する知識を身に着ける。
また，身近な事物・現象に関する観察，実験の
技能を習得するとともに，それらを科学的に探
究する方法を身につける。

身近な事物・現象の中に問題を見出し，観察，
実験，調査などを行って得た結果について，科
学的に思考し，判断する。
そこから導き出した自らの考えを的確に表現す
る。

新編　生物基礎　（東京書籍）

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

10

配当
時数

第1編生物の特徴　1章生物の特徴
【知識及び技能】
・生物の多様性と共通性について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・生物の多様性と共通性について
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生物の多様性と共通性について
知識を習得しようとしている。

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第1編生物の特徴　2章生物とエネ
ルギー
【知識及び技能】
・生体内のエネルギーについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・生体内のエネルギーについて説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生体内のエネルギーについて知
識を習得しようとしている。

○

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○ ○

○

10１
学
期

○ ○ 1

2編遺伝子とそのはたらき　第1章
遺伝子情報とDNA
【知識及び技能】
・遺伝子について理解している。
・DNAについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・遺伝子について説明できる。
・DNAについて説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・遺伝子について知識を得ようと
している。
・DNAについて知識を得ようとして
いる。

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○

定期考査

定期考査 ○



○ 15

7

定期考査 ○ ○ 1

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○

2編遺伝子とそのはたらき　第2章
遺伝子情報とDNA
【知識及び技能】
・たんぱく質について理解してい
る。
・細胞の分化について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・たんぱく質について説明でき
る。
・細胞の分化について説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・たんぱく質について知識を得よ
うとしている。
・細胞の分化について知識を得よ
うとしている。

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○

○ 7

3編ヒトの体の調節　1章ヒトの体
を調節する仕組み
【知識及び技能】
・体内環境ついて理解している。
・生体内の情報伝達について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・体内環境ついて説明できる。
・生体内の情報伝達について説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・体内環境ついて知識を得ようと
している。
・生体内の情報伝達について知識
を得ようとしている。

○○定期考査

3編ヒトの体の調節　2章免疫の働
き　　　　　　　　　　　【知識
及び技能】
・免疫について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・免疫について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・免疫について知識を習得しよう
としている。

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント ○ ○

２
学
期

1



合計

78

3
学
期

4編生物の多様性と生態系　2章生
態系と生物の多様性
【知識及び技能】
・生態系と生物の多様性ついて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・生態系と生物の多様性について
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生態系と生物の多様性について
知識を得ようとしている。

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

4編生物の多様性と生態系　1章植
生と遷移
【知識及び技能】
・植生と遷移ついて理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・植生と遷移について説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・植生と遷移について知識を得よ
うとしている。

・指導事項
・教材　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント ○ ○ ○ 8



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

9

近代化の進展と国民国家形成
【知識及び技能】
19世紀後半の世界の変化を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

・1848年近代ヨーロッパの転換点
・イタリア、ドイツの統一とロシア
の近代化
・アメリカの拡大と第二次産業革命
・帝国主義と世界の一体化

【知識・技能】
・19世紀後半の世界にについて、基礎的な知識
を身に付け、資料を適切に読み取ることができ
ているか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○ ○ 8

○

○ ○

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科

歴史の特徴や転換点となる事象にについて基礎的な知識を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

地歴 歴史総合
地歴 歴史総合 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

帝国書院「明解　歴史総合」

地歴

多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断する力や、議論する力を身に付ける。

学習に興味関心を持ち、歴史を主体的に学ぶ資質・能力を育成する。

歴史総合

（　１組：山口聖未　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

態

1

定期考査

定期考査 ○ ○

歴史の扉
【知識及び技能】
歴史を学ぶための基礎知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日本と世界の横のつながりと、年代の
縦のつながりを捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
歴史に関心を持つ。

・年代の表し方
・時代区分
・日本の地域区分
・世界の主な国
・資料を基に問いを立てる

【知識・技能】
・年代や地域区分の基礎的な知識を身に付けて
いるか。
【思考・判断・表現】
・歴史の横と縦のつながりを捉えられている
か。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

1

○ 6

・イギリスの革命とアメリカの独立

思

江戸時代の日本と結びつく世界
【知識及び技能】
江戸時代成立期の時代背景を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、意思
決定の過程を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

・アジアの中の江戸幕府
・成熟する江戸社会
・清の繁栄と結びつく東アジア
・アジア、アメリカに向かうヨー
ロッパ

【知識・技能】
・江戸幕府成立期の世界について、基礎的な知
識を身に付け、資料を適切に読み取ることがで
きているか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

欧米諸国における近代化
○ 1○ ○

歴史の基本的な知識を身に付け、日本や世界がどの
ように現代の姿になったのか大観する。

記述や資料から情報を読み取ったり、他者との意見
交換を通して、歴史を考察し、表現する。

学習に興味関心を持ち、歴史を主体的に学ぶ資質・
能力を育成する。

欧米諸国における近代化
【知識及び技能】
フランス革命からナショナリズム形成
の過程を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
倫理的な視点を踏まえて主体的に学ぶ
姿勢を育む。

・フランス革命
・フランス革命の影響と国民意識の
芽生え
・産業革命で変わる社会
・イギリス繁栄と国際分業体制

【知識・技能】
・フランス革命と産業革命について、基礎的な
知識を身に付け、資料を適切に読み取ることが
できているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知



○ 10

定期考査 ○ ○ 1

○

8

○ 7

合計

定期考査 ○ ○

○

1

定期考査 ○ ○ 1

86

15

○ ○

３
学
期

再出発する世界と日本
【知識及び技能】
戦後の世界に関する基礎知識を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

・戦後の新たな国際秩序
・冷戦の始まり
・日本撤退後の東アジア
・日本の改革と独立の回復

【知識・技能】
・戦後の世界について、基礎的な知識を身に付
け、資料を適切に読み取ることができている
か。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】
第一次世界大戦に至るまでの背景を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

・ドイツの緊張とバルカン半島の緊
張
・総力戦となった第一次世界大戦
・ロシア革命と大戦の終結

【知識・技能】
・第一次世界大戦の背景について、基礎的な知
識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

日本の行方と第二次世界大戦
【知識及び技能】
第二次世界大戦に関する基礎知識を習
得する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

・世界恐慌が与えた影響
・ファシズムの台頭と拡大
・政党政治の断絶と満州事変
・日中戦争の始まり
・第二次世界大戦の展開
・戦局の悪化と被害の拡大
・第二次世界大戦の終結とその惨禍

【知識・技能】
・第二次世界大戦について、基礎的な知識を身
に付け、資料を適切に読み取ることができてい
るか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

２
学
期

アジア諸国の動揺と日本の開国
【知識及び技能】
江戸幕府開国に至るまでの背景を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

国際協調と大衆社会の広がり
【知識及び技能】
ヴェルサイユ体制と大衆社会に関する
基礎知識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

・ヴェルサイユ体制の成立
・東アジアの民族自決の行方
・中等、インドの民族自決の影響
・ヨーロッパの復興と大衆の政治参
加
・大衆社会の出現とアメリカの繁栄
・日本における大衆社会の形成

【知識・技能】
・ヴェルサイユ体制と大衆社会について、基礎
的な知識を身に付け、資料を適切に読み取るこ
とができているか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○

8

・「西洋の衝撃」と西アジアの変化
・南、東南アジアの植民地化
・ヨーロッパの日本接近とアヘン戦
争
・黒船の来航と日本の対応
・新体制の模索と江戸幕府の滅亡

【知識・技能】
・江戸幕府開国に至るまでの背景を理解してい
るか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

体つくり運動
球技
バドミントン
バレーボール

・体力の程度や性別等の違いを超
えて、仲間とともに運動を楽しむ
ための調整の仕方を見付け、自己
のペースで成長すること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること。

・体力や運動の能力など程度や性
別等の違いを超えて、仲間ととも
に運動を楽しむための調整の仕方
を見付け、自己のペースで成長す
ること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にし向上ようとするこ
と。

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

体つくり運動
球技
サッカー
テニス

運動を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体力の構成要素，実生活への取り入れ方などを理解す
るとともに，自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立て，実生活に役立てることができるようにす
る。

運動に主体的に取り組むとともに，互いに助け
合い高め合おうとすること，一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとすること，合
意形成に貢献しようとすることなどや，健康・
安全を確保することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（１組：　中村　 内田　　）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

各種目の歴史やルールを知り、簡単な動きから
複雑な動きを習得できるようにする。
其々の運動種目の体の動きの着目し、より効果
的かつ合理的な体の使い方ができるようにす
る。

体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と体は
互いに影響し変化することや心身の状態に気付き，
仲間と主体的に関わり合うことができるようにす
る。

現代高等保健体育　大修館書店

保健体育

実生活に生かす運動の計画では，自己のねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るた
めの継続的な運動の計画を立て取り組むことができるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

・体力や運動の能力など、程度や
性別等の違いを超えて仲間ととも
に運動を楽しむための調整の仕方
を見付け、自己のペースで成長す
ること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にし向上ようとするこ
と。

体つくり運動
球技
ソフトボール
卓球

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ 16

・体力や運動の能力など程度や性
別等の違いを超えて、仲間ととも
に運動を楽しむための調整の仕方
を見付け、自己のペースで成長す
ること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にし向上ようとするこ
と。

体つくり運動
持久走
球技
卓球

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

２
学
期

3
学
期

・体力の程度や性別等の違いを超
えて、仲間とともに運動を楽しむ
ための調整の仕方を見付け、自己
のペースで成長すること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること。

体つくり運動
球技
バドミントン・テニス
バスケットボール

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○ 14

合計

78

○ ○ ○ 16

○ ○ ○ 16

○ ○ ○ 16

○



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

D 単元
【知識及び技能】
妊娠・出産におけるメカニズムを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
妊娠・出産の家庭における健康課題
について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
妊娠・出産における体の機能を知
り、自他の健康を保持増進し実生活
に生かせるように考え学習する。

３
学
期

G 単元
【知識及び技能】
　保健行政の役割について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
保健・医療サービスの活用の例を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
学習を踏まえ、実生活に必要な行動
変容を意識する。

・保健サービスとその活用
・医療サービスとその健康

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇

２
学
期

E 単元
【知識及び技能】
各ライフステージおける様々な健康
課題について知る。
【思考力、判断力、表現力等】
年齢や体力の程度や性別等の違いを
理解し人生を豊かにする方法を考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】

・結婚生活と健康
・中高年期と健康

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、

〇 〇

・思春期と健康
・性意識と性行動の選択

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

○ ○

定期考査

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇

○

・妊娠・出産と健康
・避妊法と人工妊娠中絶

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
一人一人の違いに応じた体の機能を知り、健
康を保持増進し実生活に生かせるように考え
学習している。

○ ○ ○

C 単元
【知識及び技能】
思春期における体の変化を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
性意識の男女差を理解し、性情報が
性行動に及ぼす影響を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
一人一人の違いに応じた体の機能を
知り、健康を保持増進し実生活に生
かせるように考え学習している。

○ ○

・ライフステージと健康

4

H 単元
【知識及び技能】
　健康に関連する環境づくりについ
て説明する。
【思考力、判断力、表現力等】
健康づくりへの主体的な参加がどの
様に自他の健康に繋がるのかを考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習を踏まえて健康政策について考
えたり、自身の生活にを活かしたり
していく。

〇 8

F 単元
【知識及び技能】
働くことの意義と健康の関りについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
働き方や働く人の健康問題についい
て考える。
【学びに向かう力、人間性等】
働くことを意識し、将来の人生設計
を考える。

・働くことと健康
・労働災害と健康

【知識・技能】
・ねらいに応じて，必要な知識と知恵を理解
して,言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し，人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇 〇 8

・健康に関する環境づくりと社会
参画

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇 〇

3

合計

39

5

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 3

5

配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
実生活における危険なシチュエー
ションを学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
事故を防ぐ方法を、それぞれの体験
談などを交えて学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
応急処置の基本を知り校内外を問わ
ず実践できるよう学ぶ。

・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当

【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解し,
人生を豊かに生活するための知識と知恵を学
習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

○ ○ ○ 2

B 単元
【知識及び技能】
ライフステージと健康の関連につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各ライフステージで活用できる社会
からの支援について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
学習した内容を踏まえて、実生活に
おける行動変容を意識する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科

運動を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体力の構成要素，実生活への取り入れ方などを理解
するとともに，自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立て，実生活に役立てることができるよう
にする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

主体的に取り組むとともに、互いに助け合い高
め合おうとすること、一人一人の違いに応じた
考えなどを大切にしようとすること、合意形成
に貢献しようとすることなどや健康・安全を確
保することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（１組：中村　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実生活における健康の増進を図るための必要な
知識を身に着ける。救急措置法などを知る事で
実生活に生かせるようにする。

身体的・精神的・社会的な健康の条件について
理解し自身の生活や健康を向上できるよう生活
習慣を含め考える。個人の健康を守るための社
会的な要件を考え、行動できる知恵を考え実践
できるための工夫をする。

現代高等保健体育　大修館書店

保健体育

実生活に生かす運動の計画では，自己のねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図る
ための継続的な運動の計画を立て取り組むことができるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取
り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

保健



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：（　１組：上田惠眞子　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

保育
「次世代をはぐぐむ」
・子どもの発達
・子どもの生活
・子育て支援と福祉

・次世代をはぐぐむ
・命のはじまり
・乳幼児の体と心の発達
・親と子のかかわり
・乳幼児の生活と安全
・子どもの成長と遊び
・地域社会と子育て支援
・未来を担う子どもの権利

【知識・技能】
・子どもを産み育てることの意義や地域の一
員として子どもの成長に関わることの意味に
ついて考えることができる。
【思考・判断・表現】
・乳幼児の親との関わりによる愛着の形成
は、将来の人間関係の基礎となることを理解
できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・子どもの貧困や虐待の問題などを取り上
げ、現代の子どもを取り巻く社会環境の課題
について理解できるようにする。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

78

18

定期考査

配当
時数

１
学
期

家族
「これからの生き方と家族」
　・生涯の生活設計
　・家族・家庭と社会とのかかわり

・自分を見つめる
・青年期を生きる
・キャリアの形成・ワーク・ライ
フ・バランスを求めて
・多様化する家族形態
・家族に関する法律

【知識・技能】
・家族形態の相違による家庭生活のあり方の
ついて検討し、その多様化を理解する。
【思考・判断・表現】
・これまでに実現した家族法の主な改正点、
まだ実現していない制度などについて、理解
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人が異なる過程をたどり、様々な生
き方あることを理解する。

○ ○ ○

1

【 知　識　及　び　技　能 】

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

18

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科

生活に関わる情報を収集、整理することの重要性を理解する。

広い視野をもって生活を創造していくことや
不測の事態にも対応することの必要性を認識
する。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭科 家庭総合
家庭科 家庭総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生活に関わる情報を収集、整理することの重要
性を理解する。

２
学
期

様々な生活課題に対応して意思決定し、責任
をもって行動することが大切であることを理
解する。

実教出版「家庭総合　」

家庭科

様々な生活課題に対応して意思決定し、責任をもって行動することが大切であることを理解する。

広い視野をもって生活を創造していくことや不測の事態にも柔軟に対応することの必要性を認識する。

家庭総合

17

定期考査 ○ ○ 17

1

食生活②
「調理実習」
・食生活をデザインする
・調理実習（和食・洋食・中華）

・栄養バランスのよい食事
・食品群と摂取量のめやす
・ライフステージと食事
・献立作成の手順
・調理の基本
・調理実習
　　家族の食事をつくろう
　　ー和風献立
　　ー洋風献立
　　ー中華風献立

【知識・技能】
・健康の維持・増進、体の成長のために必要
な食事摂取基準について理解する。
【思考・判断・表現】
・ライフステージごとに、必要な栄養素やし
好の違いを理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本料理・西洋料理・中国料理の盛り付け
と配膳ができ、それぞれのマナーを心得て食
事ができるようにする。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

被服①
「衣生活をつくる」
・人の一生と被服
・被服材料と管理
・これからの衣生活

・私たちと衣生活
・被服の機能ー保健衛生上の機能
　　　　　　ー社会生活上の機能
・被服の選び方
・被服の素材
・洗濯方法と表示
・洗濯のしくみ
・被服の手入れと保管
・衣文化の継承と創造
・持続可能な衣生活

【知識・技能】
・衣生活の面からできる、環境に負荷を与え
ない行動を考え、実践する。
【思考・判断・表現】
・被服の持つ社会的・文化的な機能を生か
し、望ましい着装について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の身のまわりの布がどのような繊維で
つくられているかに関心を持つようにする。

○ ○ ○

定期考査（授業内で実施）

○ ○

食生活①
「食生活をつくる」
・人の一生と食事
・栄養と食品
・食生活の安全のために

・私たちと食事
・健康に配慮した食生活
・食生活の変化と文化
・持続可能な食生活
・人体と栄養
・炭水化物、脂質、たんぱく質、
無機質（ミネラル）、ビタミン
・し好食品と健康増進のための食
品
・食品の選択と保存
・食品の安全と衛生

【知識・技能】
・健康な生活を送るうえで必要な栄養素とそ
のおもな働きについて学ぶ。
【思考・判断・表現】
・食中毒について知り、食品添加物の用途を
理解するとともに、購入に際しての選択法を
身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の食生活を振り返り、健康や生活習慣
に直結する食事について学ぶ意欲を高める。

○ ○ ○



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 7

○ 3

○ 18

Ｅ 単元　データの収集と整理
【知識及び技能】
データベースの管理と操作について
学ぶ。 データの収集と整理の仕方
について学びぶ。
データの分析と分類の方法について
学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
データの分析と分類の方法を実践す

・指導事項
データの収集方法と収集された
データの整理の仕方や注意点を理
解する。データを実際に収集し，
整理することでデータの収集と活
用する方法を身につける。相関関
係と因果関係の違いを理解する。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・データの収集と収集されたデータの整理す
る方法を理解できる。相関関係と因果関係の
違いを理解し，適切に判断できる。
【思考・判断・表現】
適切な欠損値の扱いを考えることができる
・協力して積極的にデータの収集を行い，分
析した結果をほかの人にわかりやすいように
整理し，考察結果をまとめている。

○ ○

Ｇ 単元　情報システム
【知識及び技能】
情報システムとはなにかを学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
情報システムの仕組みについて考え
ることができる
【学びに向かう力、人間性等】
現在の情報システムについて考察す
ることができる。

どのような情報技術を活用し，身
近な生活を支える情報システムが
実現されているかを理解する。仮
想通貨や電子マネーなど，情報シ
ステムのサービスの利用が生活に
与える効果と影響を考える。情報
システムの評価のための基本的な
考え方を知る。情報システムの信
頼性の重要さを理解し，考え方を

【知識・技能】
・ＩＣタグやＮＦＣなど，情報システムを実
現している技術と情報の流れを理解する。・
情報システムの評価の基本的な考え方ＲＡＳ
ＩＳを理解できる。
Ｃ情報システムの信頼性の重要さを理解し，
そのための考え方を理解できる。
【思考・判断・表現】
・情報システムのサービスを利用することに

○ ○ ○ 3

○ ○

２
学
期

１
学
期

○

Ｆ 単元　モデル化
【知識及び技能】
モデル化とはなにかについて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
モデル化の評価と検証について考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ガチャが何回当たるかをモデル化を
元に考えることができる。

分析の結果できたモデルが適切か
どうかを考える必要性を学習す
る。過剰適合や多重共線性とその
対策について学習する。
・ガチャのモデル化とシミュレー
ションを行う。プログラムやモデ
ルの数式の一部を変化させ，より
適切なモデルを検討したり，考察
をしたりする。

【知識・技能】
・モデル化を理解できる。・モデル化の精度
を上げる方法を理解できる。
【思考・判断・表現】
・モデルの適切性を判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プログラムの一部を変更し，より適切なモ
デルを検討している。

○ ○

Ｈ 単元　情報セキュリティ技術
【知識及び技能】
情報セキュリティーについて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
情報セキュリティーをより効果的に
使う為にはどうすべきかを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
考えた結果を発表する。

情報セキュリティのための3原則を
学ぶ。情報セキュリティを高める
ための技術を学習する。暗号化の
技術，特に共通鍵暗号方式と公開
鍵暗号方式の仕組み，違いを理解
する。

【知識・技能】
・情報セキュリティの基本的な考え方やセ
キュリティポリシーを理解できる。
・情報セキュリティを高めるための技術を理
解できる。
・暗号化技術，特に共通鍵暗号方式と公開鍵
暗号方式の仕組み，違いを理解できる。
【思考・判断・表現】
効果的に使える方法について考えることがで

○ ○

○ ○ 9

4

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
状況に適したコミュニケーション手段を考
え，選択することができる。
【思考・判断・表現】
コミュニケーション手段の分類や特徴を考え
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く，多様な意見をまとめようとしてい
る。

○

・指導事項
身近な情報システムや人工知能の
影響などの問題について学習す
る。ニューラルネットワークや深
層学習を知る。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
サポートベクターマシンがどのようなものか
理解できる。人工知能，機械学習，深層学習
の関係を理解できる。
【思考・判断・表現】
情報技術の課題を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
クラスメートと主体的に話し合える。

○

・指導事項
コミュニケーション手段の分類や
特徴を考える。コミュニケーショ
ンの手法によってどのように情報
が伝わるかを研究する。効果的な
コミュニケーションのためのデザ
インを学習する。
・一人１台端末の活用

D 単元　人工知能と仕事
【知識及び技能】
人間の知的活動への影響について学
ぶ。機械学習と人工知能
【思考力、判断力、表現力等】
人工知能と仕事の関係について考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
考えた内容について話し合う

A 単元　問題解決
【知識及び技能】
　問題解決の方法について学ぶ。情
報社会の進展と情報技術について知
識を深める。情報社会の進展と情報
技術について学ぶ。不正アクセス，
情報漏洩などの具体的な事例を調べ
ことができるようになる。

・指導事項
情報技術の発展と生活の変化を理
解する。情報システムによる情報
の流れを体験し，理解する。情報
モラルや法整備の重要性を理解す
る。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　問題解決学習のステップを理解できる。
情報システムとそれを実現している情報の流
れを理解する。情報システムの活用と，社会
への影響を知る。[知] ○

・指導事項
メディアの特性について学習す
る。アクセシビリティやユニバー
サルデザインを考えた情報コンテ
ンツの作成を学習する。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
メディアの特性を理解できる。
【思考・判断・表現】
特性に応じたメディアの利用を判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く，学校PR方法考えようとしている。

B 単元　情報デザイン
【知識及び技能】
コミュニケーションの多様化につい
て学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
情報デザインが効果的に用いられる
場合について学ぶ
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションの具体例知るC 単元　メディア
【知識及び技能】
メディアの特性と利用とコミュニ
ケーションの多様化について学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
学校をPRする手段を考える
【学びに向かう力、人間性等】
コンテンツ制作、コンテンツの発信
をどのように行うか考える

○ ○

12

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科

問題解決の方法について学ぶ。コミュニケーションの多様化について学ぶ。データベースの管理と操作
について学ぶ。 データの分析と分類の方法について学ぶ。プログラミングのパラダイムの考え方を知
る。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

コンテンツ制作、コンテンツの発信をどのよ
うに行うか考える。モデル化を元に考えるこ
とができる。プログラミングに取り組むこと
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 実生活と情報

（１組：鈴木勝雄）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

情報 実生活と情報 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【 知　識　及　び　技　能 】

○

問題解決の方法について学ぶ。コミュニケー
ションの多様化について学ぶ。データベースの
管理と操作について学ぶ。 データの分析と分
類の方法について学ぶ。プログラミングのパラ
ダイムの考え方を知る。

不正アクセス，情報漏洩などの具体的な事例
を調べことができるようになる。情報デザイ
ンが効果的に用いられる場合について学ぶ。
人工知能と仕事の関係について考える。プロ
グラミン言語の選択について考える。

東京書籍　新編　情報Ⅰ

情報

不正アクセス，情報漏洩などの具体的な事例を調べことができるようになる。情報デザインが効果的に
用いられる場合について学ぶ。人工知能と仕事の関係について考える。プログラミン言語の選択につい
て考える。

コンテンツ制作、コンテンツの発信をどのように行うか考える。モデル化を元に考えることができる。
プログラミングに取り組むことができる。

実生活と情報

○ 10



○ 3

２
学
期

Ｈ 単元　掲示板を作ろう
【知識及び技能】
プログラミングのパラダイムの考え
方を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
プログラミン言語の選択について考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
掲示板の動作について確認できる。

プログラミングパラダイムの考え
方を知る。プログラムの設計や目
的に合わせてプログラミング言語
を選択するために，言語プロセッ
サについて，その種類を学習す
る。開発環境の存在や使い方を学
習する。作成した掲示板の動作を
確認する。

【知識・技能】
・人に分かりやすいプログラムを書くことの
重要性とその実現のためのプログラムの書き
方を理解できる。
・プログラミングパラダイムの考え方を理解
できる。
・開発環境を知り，活用することができる。
【思考・判断・表現】
・言語プロセッサの種類を知り，掲示板作成

○ ○

３
学
期

Ｉ 単元　情報システムの設計
【知識及び技能】
問題解決の計画進行について知る。
【思考力、判断力、表現力等】
どのようにすればシステム化できる
か考える。
【学びに向かう力、人間性等】
考えた結果を発表する。

情報システムの設計の流れを学習
する。プロジェクト・マネジメン
トとは何か，計画進行を管理する
ツールについて学習する。情報シ
ステムを作成するためにチームを
作り，プロジェクト管理を行い，
システム開発をする。

【知識・技能】
・情報システムの設計の流れや考え方を理解
できる。
・情報システムの設計の際に使われるツール
を知っている。
・プロジェクト・マネジメントとは何かを理
解できる。
【思考・判断・表現】
システム開発のための役割分担をし，進捗表

○ ○

○

7

合計

Ｈ 単元　情報セキュリティ技術
【知識及び技能】
情報セキュリティーについて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
情報セキュリティーをより効果的に
使う為にはどうすべきかを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
考えた結果を発表する。

情報セキュリティのための3原則を
学ぶ。情報セキュリティを高める
ための技術を学習する。暗号化の
技術，特に共通鍵暗号方式と公開
鍵暗号方式の仕組み，違いを理解
する。

【知識・技能】
・情報セキュリティの基本的な考え方やセ
キュリティポリシーを理解できる。
・情報セキュリティを高めるための技術を理
解できる。
・暗号化技術，特に共通鍵暗号方式と公開鍵
暗号方式の仕組み，違いを理解できる。
【思考・判断・表現】
効果的に使える方法について考えることがで

○ ○

78

○ 5



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：（　１組：冨田・増田・内田・栗原）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

よりよい人間関係をを築くこと

現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女性

【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間

総合 総合的な探究の時間 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

よりよく前向きに生きられるような精神を育てる学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表現
を身につける

「人間と社会」人間としての在り方に関する教科

総合

学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表現を身につける

現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女性

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

総合

○ ○ ○ 3

3

配当
時数

１
学
期

序章
人間と社会～学習の視点
よりよく前向きに生きるために

第１章
生きることの意義
他者との関係など

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
強く生き抜く精神づくり
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○ ○ 2

第2章
学ぶことの意義
賢く生きるには

第３章
働くことの意義
経済的・社会的自立に向けて
自己満足・自己達成感・自己実現

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第４章
役割とマナー
家族関係・社会関係

第５章
マナーとルール
自由と公共・社会規範

○

1

第６章
言語コミュニケ－ション・非言語
コミュニケーション

第７章
選択し行動する
自立的思考と行動

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
コミュニケーション力を身につけよりよい人
間関係を築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会に役立つ言葉、世界的コミュニケー
ションを学ぶ

○ ○ ○

○

8

定期考査 ○

○ 3

第14～１９章
　自然、学技術と生命倫理、グ
ローバル化、人権と国際平和

○ 3

第10章
お金の意義
収支の管理と租税

第11章
消費者市民社会
ヱシカル消費の意味

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○ ○ 2

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○ ○

2

合計

28

３
学
期

第12章
支えあう社会
自助共助公助、ボランティア活動
多文化共生社会とは

第13章地域社会を築く
個人・家族・地域社会の創造

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○

２
学
期

第8章
チームを動かす力
リーダーシップとは何か

第9章
ワークライフバランス
家庭家族との時間

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
社会生活に学びを取り入れた

○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
頭を活性化させる方法
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと日々のよりよ
い習慣を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、働き方のいろいろとキャ
リアプラン


